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【
う
ら
へ
続
く
】

　

14
日
、
衆
議
院
が
解
散
。

「
任
期
満
了
超
え
て
の
衆

院
選
は
現
行
憲
法
の
も
と

で
は
初
め
て
だ
」「
選
挙
日

程
は
19
日
公
示
、
31
日
投

開
票
、
異
例
の
短
期
決
戦

だ
」「
２
８
９
小
選
挙
区
の

う
ち
約
２
２
０
選
挙
区
で

日
本
維
新
の
会
を
除
く
野

党
候
補
の
一
本
化
が
決

ま
っ
た
」「
市
民
と
野
党
の

力
で
政
権
交
代
を
実
現
さ

せ
よ
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
会
論
戦
。「
岸
田
首
相

が
総
裁
選
で
掲
げ
た
令
和

版
所
得
倍
増
や
金
融
所
得

課
税
の
見
直
し
が
一
転
し

て
先
送
り
さ
れ
た
」「
自
民

党
の
総
選
挙
公
約
に
も
首

相
が
強
調
し
た
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
や
健
康
危
機

管
理
庁
の
創
設
、
科
学
技

術
顧
問
設
置
な
ど
盛
り
込

ま
れ
て
い
な
い
」「
こ
れ
で

は
安
倍
・
菅
政
権
と
変
わ

ら
な
い
。
政
治
を
変
え
る

に
は
政
権
交
代
し
か
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
通
信

障
害
（
14
日
）。「
通
話
や

デ
ー
タ
通
信
が
出
来
な
く

な
っ
た
」「
３
時
間
ほ
ど
で

復
旧
し
た
と
言
う
が
つ
な

が
り
に
く
い
状
態
は
15
日

も
続
い
て
い
る
」「
ネ
ッ
ト

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
12
日
衆
院
で
代
表

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
氏
は
政
府
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
、
①

科
学
無
視
②
40
年
来
の
医

療
と
公
衆
衛
生
の
切
り
捨

て
③
ま
と
も
な
補
償
な
し

－

の
三
つ
の
点
で
「
厳
し

い
反
省
と
切
り
替
え
が
必

要
」
と
指
摘
し
て
転
換
を

要
求
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

日
本
共
産
党
　
志
位
委
員
長
の
代
表
質
問

安
倍
・
菅
政
治
の
継
続
で
な
く

新
し
い
政
治
へ
転
換
、
政
権
交
代
を

一
体
の
「
誰
で
も
、
何
度

で
も
、
無
料
で
」
受
け
ら

れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の

構
築
、
感
染
症
病
床
・
保

健
所
の
予
算
の
２
倍
化
や

医
師
数
増
員
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
１
人
10
万
円
を

基
本
に
し
た
５
兆
～
６
兆

円
規
模
の
「
暮
ら
し
応
援

給
付
金
」
の
支
給
な
ど
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
弱
肉
強
食
の
新

自
由
主
義
を
や
め
、
命
と

暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
政

治
へ
の
チ
ェ
ン
ジ
を
求
め

ま
し
た
。
岸
田
首
相
が
主

張
す
る
「
新
し
い
資
本
主

義
」「
成
長
と
分
配
の
好
循

環
」
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
三
番
煎
じ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
だ
」と
批
判
。「
ト
リ
ク

ル
ダ
ウ
ン
」
か
ら
「
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
」
へ
の
根
本
的

な
切
り
替
え
を
提
案
し
ま

し
た
。

　

ま
た
「
気
候
危
機
を
打

開
し
、
地
球
を
守
る
政
治

へ
の
チ
ェ
ン
ジ
」「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
日
本
へ
の

チ
ェ
ン
ジ
」「
憲
法
９
条
を

生
か
し
た
平
和
外
交
へ
の

チ
ェ
ン
ジ
」
を
提
案
。

　

こ
れ
ら
の
チ
ェ
ン
ジ
の

た
め
に
政
権
交
代
を
実
現

し
、
新
し
い
政
権
を
つ
く

る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

核兵器禁止条約

チリ 56 カ国目批准

　

南
米
の
チ
リ
が
９
月
23

日
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
同
条
約
を
批
准
し
た

国
は
56
カ
国
に
な
り
ま
し

た
。

　

チ
リ
上
院
は
８
月
下
旬

に
批
准
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。
ホ
ル
ヘ
・

ピ
ザ
ロ
外
交
委
員
会
議
長

は
、
議
会
の
議
論
で
「
条

約
は
、
軍
縮
に
関
す
る
既

存
の
国
際
的
な
枠
組
み
を

強
化
す
る
」
と
評
価
。
ア

ラ
マ
ン
外
相
は
、
来
年
に

第
一
回
締
約
国
会
議
が
開

か
れ
る
こ
と
に
触
れ
、
批

准
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。

ワ
ー
ク
工
事
中
の
ト
ラ
ブ

ル
だ
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
大
深
度

工
事
着
手
（
14
日
）。「
品

川
区
で
深
さ
40
ｍ
以
上
の

大
深
度
で
、
シ
ー
ル
ド
マ

シ
ン
に
よ
る
工
事
だ
」「
調

査
掘
進
と
い
う
が
実
際
に

リ
ニ
ア
が
走
行
す
る
と
こ

ろ
だ
」「
調
布
市
の
外
環
道

で
の
陥
没
事
故
が
あ
っ
た

の
で
心
配
だ
」「
住
民
か
ら

は
中
止
を
求
め
る
抗
議
声

明
が
だ
さ
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

【
訂
正
】

　

前
号
ト
ッ
プ
記
事
タ
イ

ト
ル
の
「
新
由
主
義
か
ら

転
換
し
」
は
「
新
自
由
主

義
か
ら
転
換
し
」
の
誤
り

で
し
た
。

石炭火発
世界は撤退、日本は固執
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

  

Ｊ
Ｒ
変
電
所
（
埼
玉
県

蕨
市
）
火
災
で
首
都
圏
の

10
路
線
が
ス
ト
ッ
プ
（
10

日
）。「
影
響
が
拡
大
し
た

の
は
広
い
範
囲
の
路
線
に

電
気
を
供
給
す
る
基
幹
変

電
所
と
し
て
の
機
能
が
あ

る
た
め
だ
と
い
う
」「
こ
の

と
こ
ろ
変
電
所
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
い
気
が
す
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
14
日
、東
京
都
の
新
た
な

感
染
者
は
62
人
。
先
週
の

木
曜
日
か
ら
81
人
減
り
、

６
日
連
続
で
１
０
０
人
を

内
に
医
療
従
事
者
を
対
象

に
始
め
る
方
針
を
示
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
今
年
の
プ

ロ
野
球
は
面
白
い
」「
セ
・

パ
と
も
に
昨
季
、
最
下
位

だ
っ
た
ヤ
ク
ル
ト
、
オ

リ
ッ
ク
ス
が
今
季
は
首
位

争
い
と
健
闘
し
て
い
る
」

「
昨
季
の
両
リ
ー
グ
の
覇

者
、
巨
人
と
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
は
12
日
、
と
も
に
Ⅴ
が

消
滅
し
た
」「
今
期
は
若
手

や
育
成
出
身
の
選
手
が
活

躍
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

ガ
ソ
リ
ン
値
上
げ
。「
７

年
ぶ
り
の
高
値
水
準
だ
。

　

科
学
技
術
振
興
機
構
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
は
、

同
国
出
身
の
キ
ュ
リ
ー
博

「女性研究者賞」創設

科技機構とポーランド大使館

　

財
務
省
が
９
月
１
日
発

表
し
た
法
人
企
業
統
計
に

よ
る
と
、
資
本
金
10
億
円

以
上
の
大
企
業（
金
融
業
・

保
険
業
を
含
む
）
の

２
０
２
０
年
度
の
経
常
利

益
は
前
年
度
比
７
・
１
％

減
の
46
・
６
兆
円
と
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内

部
留
保
は
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
も
前
年
度
か
ら
７
・

大
企
業
の
内
部
留
保

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
も
７
兆
円
増

労
働
者
の
賃
金
に
回
せ

１
兆
円
増
額
し
、
４
６
６

・
８
兆
円
と
過
去
最
高
額

を
更
新
し
ま
し
た
。

　

20
年
度
の
労
働
者
１
人

当
た
り
賃
金
は
５
７
９
・

２
万
円
と
前
年
度
比
１
・

２
％
減
、
役
員
報
酬
は
同

０
・
５
％
増
で
１
９
６
４

・
８
万
円
、
配
当
は
同
11
・

３
％
増
と
な
る
24
・
７
兆

円
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
生
活

が
大
変
に
な
る
中
、
労
働

者
賃
金
を
減
ら
し
、
配
当

や
役
員
報
酬
、
内
部
留
保

を
増
や
し
て
き
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
内
部
留
保
を

使
っ
て
労
働
者
の
賃
金
も

大
幅
に
増
や
す
べ
き
で
す
。

士
の
名
を
冠
し
た
「
羽
ば

た
く
女
性
研
究
者
賞
（
マ

リ
ア
・
ス
ク
ウ
ォ
ド
フ
ス

カ
＝
キ
ュ
リ
ー
賞
）」を
創

設
し
ま
し
た
。
自
薦
か
他

薦
で
募
集
し
、
最
優
秀
賞

（
賞
金
50
万
円
）
１
人
、奨

励
賞
（
同
25
万
円
）
２
人

を
選
定
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
日
本
国
籍

の
女
性
で
、
来
年
４
月
１

日
時
点
で
大
学
院
生
（
博

士
後
期
課
程
）
か
博
士
号

取
得
後
約
５
年
以
内
に
相

当
す
る
研
究
者
。
選
考
委

員
長
は
米
工
ー
ル
大
の
岩

崎
明
子
教
授
（
免
疫
学
）

が
務
め
ま
す
。

　

科
技
機
構
の
浜
口
理
事

長
は
「
研
究
者
に
と
っ
て

30
代
前
半
は
一
番
大
事
な

時
期
だ
が
、
女
性
の
場
合

は
（
出
産
、育
児
な
ど
で
）

研
究
を
継
続
で
き
る
か
厳

し
く
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
賞
で
励
ま
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

痛
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
武
蔵
野
中
央
公
園
に

点
在
す
る
ス
ス
キ
の
穂
が

秋
の
日
差
し
に
輝
い
て
い

た
」「
バ
ラ
が
見
頃
を
迎
え

て
い
る
」

  南極の棚氷  割れるのは？
  亀裂の修復すすまないため

   『米科学アカデミー紀要』9 月 27 日

　

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
南
極
の
棚
氷
が
割
れ

て
巨
大
な
氷
山
と
な
り
流

出
原
因
を
調
べ
ま
し
た
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
南

極
大
陸
か
ら
南
米
方
向
に

延
び
る
半
島
の
東
側
に
あ

る
ラ
ー
セ
ン
Ｃ
棚
氷
に

入
っ
た
数
百
の
亀
裂
に
つ

い
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
航
空
機

や
人
工
衛
星
の
観
測
で
得

た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
棚

氷
が
割
れ
る
原
因
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
探
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
亀
裂
の
間

に
で
き
た
氷
の
塊
の
層
が

厚
け
れ
ば
亀
裂
の
修
復
が

進
む
一
方
、
層
が
薄
く
な

る
と
亀
裂
が
拡
大
す
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

亀
裂
に
で
き
る
氷
の
塊

の
層
が
薄
く
な
る
こ
と
は
、

温
暖
化
に
よ
る
急
速
な
棚

氷
の
後
退
を
引
き
起
こ
す

危
険
が
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

下
回
っ
た
」「
感
染
者
が
急

に
減
っ
た
要
因
に
ワ
ク
チ

ン
、
自
粛
、
マ
ス
ク
、
若

い
人
が
夜
に
動
か
な
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
言
わ

れ
て
い
る
が
、
本
当
の
原

因
は
良
く
分
か
っ
て
い
な

い
」「
政
府
が
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
年


